
道立病院の概要について

資料２



１ 北海道の現状（総人口の将来推計）

○国立社会保障・人口問題研究所の将来推計人口によると、北海道の総人口は出生数の低下
による自然減と人口の流出による社会減などにより、今後も減少が見込まれている。
○年齢区分別では、高齢者、特に７５歳以上の高齢者の割合が２０４０年まで年々増加し、医療と
介護の複合ニーズを持つ者が多くなることが見込まれる一方で、生産年齢人口は急速に減少を
続けることから、人材不足による医療従事者の確保が課題となってくる。

（出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和５（2023)年推計）

【人口の推移及び将来推計】
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２ 道立病院分布図
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３－１ 各病院の概要（地域における役割・機能）
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区 分 病 院 役 割 ・ 機 能

広域医療

江差病院

【役割】民間の医療機関の参入しにくい南檜山圏域における広域医療

【機能】救急告示医療機関、災害拠点病院、第二種感染症指定医療機関

へき地医療拠点病院（地域センター病院）

羽幌病院
【役割】民間の医療機関の参入しにくい留萌圏域における広域医療

【機能】救急告示医療機関、へき地医療拠点病院（地域センター病院）

精神医療

緑ヶ丘病院
【役割】十勝第三次医療圏における精神科救急・急性期医療及び児童・思春期専門医療

【機能】精神科救急医療輪番制（スーパー救急）、児童・思春期精神医療

向陽ヶ丘病院
【役割】オホーツク第三次医療圏における認知症専門医療

【機能】認知症疾患医療センター、精神科救急医療輪番制

高度・

専門医療

北見病院
【役割】オホーツク第三次医療圏における循環器疾患等に対する高度・専門医療

【機能】心臓血管外科手術の実施

子ども総合医療・

療育センター

【役割】全道域における出生前から一貫した小児高度専門医療及び道央・道南地域に

おける肢体不自由児に対する訓練治療

【機能】特定機能周産期母子医療センター、循環器病センター・総合発達支援センター



３－２ 各病院の概要（標ぼう診療科）
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※医師体制は診療科における医師の常勤・非常勤別
※括弧内は各診療科における一月（週）あたりの診療回数



【各病院の病床数】

（令和６年１２月１日現在）

３－３ 各病院の概要（病床数）

※病床数は、各欄の上段が運用病床数、下段が許可病床数
※地ケア・・・地域包括ケア病床の病床数
※コドモックル設立年月の下段はコドモックル医療部門の前身である小児総合保健センターの設立年月
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区 分 
一般病院 精神科病院 

計 
江差 羽幌 北見 コドモックル 緑ヶ丘 向陽ヶ丘 

【設立年月】 S23.8 S28.8 S27.2 H19.9 

(S48.7) 

S28.2 S29.4 

 

 

病

床

数 

一般 
108 床 

【146 床】 

45 床 

【91 床】 

70 床 

【70 床】 

212 床 

【215 床】 
－ － 

435 床 

【522 床】 

（再掲） 

地ケア 
（20 床） （15 床）   

  
（35 床） 

精神 
０床 

【48 床】 
－ － － 

77 床 

【168 床】 

105 床 

【105 床】 

182 床 

【321 床】 

感染 
４床 

【４床】 
－ － － 

－ － ４床 

【４床】 

計 
112 床 

【198 床】 

45 床 

【91 床】 

70 床 

【70 床】 

212 床 

【215 床】 

77 床 

【168 床】 

105 床 

【105 床】 

621 床 

【847 床】 



【入院・外来収益】
（単位：患者～人／日 収益～百万円）

４ 各病院の患者数及び収益

○各道立病院では、入院・外来ともに患者数が減少しており、令和５年度１日平均患者数は、
コロナ禍前の令和元年度と比較すると、入院は▲５５．７人、外来は▲７５．２人となっている。
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区 分 
入院 外来 

R１実績 R4 実績 R5 実績 R5-R1 R１実績 R4 実績 R5 実績 R5-R1 

江  差 
患者数 56.3 39.4 38.7 ▲17.6 284.4 261.4 267.8 ▲16.6 

収 益 737 589 542 ▲195 751 702 726 ▲25 

羽  幌 
患者数 32.6 23.7 27.5 ▲5.1 176.3 139.4 141.4 ▲34.9 

収 益 387 288 342 ▲45 487 421 432 ▲55 

緑ヶ丘 
患者数 57.7 46.7 52.3 ▲5.4 157.2 142.9 145.7 ▲11.5 

収 益 551 432 483 ▲68 317 273 274 ▲43 

向陽ヶ

丘 

患者数 53.4 47.8 38.7 ▲14.7 104.2 98.5 95.2 ▲9.0 

収 益 317 283 236 ▲8.1 227 216 203 ▲24 

北  見 
患者数 38.0 29.2 40.8 2.8 71.8 74.9 81.3 9.5 

収 益 － － － － － － － － 

コドモッ

クル 

(医療) 

患者数 66.7 58.3 60.4 ▲6.3 170.4 160.4 157.7 ▲12.7 

収 益 2,047 2,052 2,144 97 575 614 525 ▲50 

コドモッ

クル 

(療育) 

患者数 64.0 55.9 54.6 ▲9.4  

収 益 752 682 650 ▲102 

計 
患者数 368.7 301.0 313.0 ▲55.7 964.3 877.5 889.1 ▲75.2 

収 益 4,791 4,326 4,397 ▲394 2,357 2,226 2,160 ▲197 



【収益的収支（医療分）】
（単位：百万円）

○患者数の減少により、収益についても減少しており、令和５年度の収支差は、コロナ禍前の
令和元年度と比較すると、マイナスが３１４百万円拡大し、▲６，５０５百万円となっている。

５ プランの収支状況
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区 分 

R１(2019) R4(2022) R5(2023) R5-R1 実績 

プラン 実績 プラン 実績 プラン 実績 差引 

収   益 9,217 7,742 8,978 8,263 8,758 7,274 ▲468 

費   用 14,500 13,933 14,507 13,902 14,120 13,779 ▲154 

収 支  差  ▲5,283 ▲6,191 ▲5,529 ▲5,639 ▲5,362 ▲6,505 ▲314 

一般会計負担金 5,010 5,676 5,218 5,303 5,018 6,533 857 

損    益 ▲273 ▲515 ▲311 ▲336 ▲344 28 543 

病床利用率 71.1％ 53.1％ 52.8％ 44.8％ 48.7％ 50.9％ ▲2.2P 

 



（令和６年１２月１日現在）

６ 医療従事者の配置状況（再任用職員を含む）

 

区分 医師 

看護師 

助産師 

保健師 

薬剤師 

管理栄

養士・

栄養士 

診療放

射線技

師等 

作業療

法士等 

公認心

理師等 

精神保

健福祉

士等 
保育士 

江 

差 

定 数 17 85 3 1 14 3 0 0 0 

現員数 9 74 3 1 14 3 0 0 0 

欠 員 ▲8 ▲11 0 0 0 0 0 0 0 

羽 

幌 

定 数 12 44 2 1 8 3 0 0 0 

現員数 8 37 1 1 9 3 0 0 0 

欠 員 ▲4 ▲7 ▲1 0 ＋1 0 0 0 0 

緑ヶ

丘 

定 数 9 68 2 1 4 5 3 5 1 

現員数 6 67 2 1 5 5 3 5 1 

欠 員 ▲3 ▲1 0 0 ＋1 0 0 0 0 

向陽

ヶ丘 

定 数 6 56 2 1 4 2 1 4 0 

現員数 5 51 2 1 4 2 1 4 0 

欠 員 ▲1 ▲5 0 0 0 0 0 0 0 

コド

モッ

クル 

定 数 47 232 6 2 24 33 3 0 12 

現員数 43 223 5 2 24 33 3 0 12 

欠 員 ▲4 ▲9 ▲1 0 0 0 0 0 0 

※会計年度任用職員、特別職非常勤職員は含まない
※診療放射線技師等：診療放射線技師、臨床検査技師、臨床工学技士
※作業療法士等：作業療法士、理学療法士、言語聴覚士、視能訓練士
※公認心理師等：公認心理師、判定員
※精神保健福祉士等：精神保健福祉士、相談員

【職員の配置状況】
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（人数：常勤換算）


